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代表作品の写真等

第４回作業所長講演会

「現場の革新と挑戦」
～新しい取り組みによる作業所長のマネジメント～
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第４回作業所長講演会

平成３年４月㈱大林組入社
同１２年３月勤労体験プラザ東工区審査建築工事
同１２年６月同上建築 係長
同１４年１１月特別養護老人ホーム神の園移転増改築工事建築 係長
同１５年９月医療法人西浦会京阪病院新本館 新築工事主任
同１７年７月同上 グループ長
同１８年５月毎日新聞社大阪本社ビル第Ⅱ期工事 グループ長
同１９年８月本店建築工事第一部工事課 副主査
同２１年６月同上 専門士
同２１年８月同上 課長
同２３年１１月㈱シマノ本社工場新築工事 工事長
同２４年９月新関西電力病院建設工事（Ⅰ期工事）のうち建物工事 工事長
同２５年４月同上 副所長
同２７年６月 （仮称）東洋水産株式会社関西工場新築工事 副所長
同２８年１２月 （仮称）大阪此花区駐車場新築工事 所長
同２９年 ９月（仮称）桜島一丁目ホテル新築工事 所長
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第４回作業所長講演会

大阪桜島駐車場新築工事

敷地面積 9,999.34 ㎡
建築面積 5,849.07 ㎡
延床面積 36,805.20 ㎡
構造・規模 地上７階・塔屋１階
用途 駐車場・物販店舗

工 期
着 工 平成29年 2月15日
竣 工 平成29年 9月 4日 （6.5ヶ月）

超短期工事
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第４回作業所長講演会

（仮称）桜島一丁目ホテル新築工事

客室数760室で、ＵＳＪ一群の中で最大規模

当現場

ユニバーサル
ポート

ユニバーサル
タワー

ザ・シンギュラリ

ユニバーサル
シティ

ザ・パークフロント

ラジェントホテル

330室

390室

641室

600室

598室

129室

ユニバーサル
ポートヴィータ

428室
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第４回作業所長講演会

（仮称）桜島一丁目ホテル新築工事

【工事概要】
発注者：合同会社 リーベル
設計・監理・施工：大林組
工期：2017.10.11～2019.8.30（22ヶ月）
用途：ホテル・駐車場

【建物概要】
ホテル棟：地上14階
駐車場棟：地上2階
構造：S造（鉄骨造）
敷地面積：１６，９７０．８６ ㎡
建築面積：１０，１４７．３５ ㎡
延床面積：６０，４２５．６８ ㎡
最高高さ：地盤面＋５７．０５６ｍ
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第４回作業所長講演会

客室

駐車場

事務室・機械室

スイートルーム

客室

大浴場

レストラン

キャラクタールーム エントランス

レストラン・大浴場

エントランス



本日のテーマ
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第４回作業所長講演会

「現場の革新と挑戦」
～新しい取り組みによる作業所長のマネジメント～

1.私の現場所長方針 10分

2.機械化への取り組み 20分

3.女性現場監督の活躍 5分

4. まとめ



1 現場所長方針

一般社団法人 日本建設業連合会
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第４回作業所長講演会

「どんな時も 笑顔と知恵で乗り切ろう!!
明るく 楽しく 前向きで 心躍るホテル建設」

※とにかくいろんなところに掲示する
朝礼会場 会議室

全作業員に周知する（わかってもらう）



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

①キーワード 『笑顔』 と 『和』



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

ハード面のマネジメント

10月着工 6月末引渡

2017 2018 2019

杭 基礎 鉄骨 内外装→ 仮使用検査

10 11 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

外構→ 完成検査

外壁
PC

12

特に工程管理

全体工程表・月間工程表・週間工程表
の役割を決める

みんなが集まる雰囲気の良い現場

きちんとした工程計画にて適正な人員配置計画を行う



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

人を集める 人が集まる

お金

店社からの指示

楽しい現場

働きやすい環境

人が集まった集団….
職種を越えて
発揮される

所長の『喝』

結束力
UP！



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

休憩所

熱中症対策室

仮設便所喫煙所

職人の宿 大型扇風機

全室エアコン完備 吸いたい時に吸える環境 女子便所
ウォシュレット
当たり前

疲れたら横になる



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

潜在能力の発揮

職員、作業員を信頼（中途半端じゃダメ）

現場に対する『愛』と『和』

所長はじっと我慢の姿勢

※責任は全て所長にある
※キーマンを数人探り出す



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

交流が生まれる

現場の『愛』と『和』を感じる時

朝
の
挨
拶
運
動

安
全
表
彰

ひ
と
掴
み
運
動

業
者
間
打
合
せ



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

朝の挨拶運動

１番に並びます



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

1回目 2回目 3回目

4回目 5回目 6回目

焼肉大会
（20ヶ月の間に6回実施） 楽しいこと大好き!!



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

スポーツ交流

ゴルフコンペ

ボーリング マラソン

フットサル



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

エクササイズ（インストラクターによる朝の運動）

エクササイズ

綱引き大会 クイズ大会



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

つながり

職員+職長懇親会 施主+職員懇親会

施主の朝礼参加 職長会パトロール



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

～苦しい時こそ笑って、みんなで知恵を出す～

苦しみの無い現場は無い

悩みの無い現場は無い



1 現場所長方針

一般社団法人 日本建設業連合会 20

第４回作業所長講演会

現場の笑顔



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

現場の笑顔



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

現場の笑顔



1 現場所長方針
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第４回作業所長講演会

現場の笑顔

現場の笑顔は最高です！



本日のテーマ
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第４回作業所長講演会

「現場の革新と挑戦」
～新しい取り組みによる作業所長のマネジメント～

1.私の現場所長方針 10分

2.機械化への取り組み 20分

3.女性現場監督の活躍 5分

4. まとめ



2 機械化への取り組み
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第４回作業所長講演会

建設工事現場の機械化推進は困難？

従来のやり方が「はやい」「うまくいく」

現場での機械化が進まない。

工事事務所の組織の中に機械化推進チームを作る

技術研究所

ロボティクスセンター

情報共有



2 機械化への取り組み
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第４回作業所長講演会

各部署から自由意見を出してもらう

現場工程に合わせて、
機械化取組を計画する

17項目



2 機械化への取り組み
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第４回作業所長講演会

機械化施工計画一覧

働き方改革実行と生産性向上をめざし、
作業の効率化と省人化を目標に機械化施工に挑戦。

１．３Ｄプリンターを利用した外装モックアップ組み立て

２．大型ＬＥＤビジョンによる現場朝礼

３．重機接触災害防止システム（人画像認識）

４．ＢＩＭと連携したクレーンオペレーターガイダンス

５．ビジュアル工程管理システム

６．コンクリート床養生自動散水システム

７．ＡＧＶ（自動搬送台車）

８．耐火被覆吹付ロボット

各取り組み内容の説明

実証結果・課題について
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第４回作業所長講演会

外装PC板のモックアップを設置するにあたり、
曲面部分の製作に３Ｄプリンターを活用した。

塗装前 塗装後

分割製作
約200mm×250mm／ピース

（エポキシ樹脂製）

2-1 ３Ｄプリンターを利用した
外装モックアップ組み立て



2-1 ３Ｄプリンターを利用した
外装モックアップ組み立て
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第４回作業所長講演会

①現場実証結果
・モックアップのＢＩＭデータを現場で作成、
東京機械工場の3Dプリンターで分割した部材を製作し、
現場にて接着組立した。

②良かった点
・複雑な形状を再現できて、施主からも評価を得られた。

③今後の課題と展開
・材料費（エポキシ樹脂）が高い。
・ 3Dプリンターで加工できる大きさは20cm程度なので、
大きい部材の製作には時間がかかる。
※製作は２ピース／日程度・・・今回：50ピース→約25日間
■施工図などで表現しにくい複雑な仕上げ材には適している。



2-2 大型ＬＥＤビジョンによる現場朝礼
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第４回作業所長講演会

朝礼看板 （大型ＬＥＤビジョン 141インチ 2880mm×1620mm）

大型ＬＥＤビジョンを朝礼会場に設置して、
情報の見える化と伝達の効率化で安全意識を啓蒙した。



2-2 大型LEDビジョンの現場活用事例＠桜島一丁目ホテル
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第４回作業所長講演会

現場作業配置説明
（重機位置や安全通路を表示）

動画による安全意識啓蒙
（安全訓話や啓蒙ビデオの上映）

朝礼後の活用
（風速・気温・WBGT値を常時表示）

安全指導
（安全注意事項を具体的に説明）

災害事例紹介
（災害事例伝達ﾒｰﾙをﾀｲﾑﾘｰに展開）

連絡事項伝達・紹介
（施主開発新商品の紹介など）



2-2 大型ＬＥＤビジョンによる現場朝礼
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第４回作業所長講演会

①現場実証結果
・LEDビジョンと接続するのは基本的にiPadにて行った。
朝礼前のミュージックからラジオ体操、現場配置説明
をすべて映し出した。

②良かった点
・全天候型のLEDでかなり明るく、屋外でもはっきりと見ることが
できた。（LEDパネル自体が防水・防塵加工済み）
・現場周知事項や災害事例説明は、より効果があった。
・朝礼での現場作業配置図は、ビルディーでの前日作業打合せのデータを
そのまま翌日の朝礼に活用できるので、職員の時短に貢献した。

③今後の課題と展開
■LEDビジョンは分割可能なので、朝礼の分散化にも対応可能。



2-3 重機接触災害防止システム（人画像認識）
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第４回作業所長講演会

重機に接触する災害を防止するため、人認識カメラを
バックホーに取付け、一定距離に近づいた時に警報、
さらに近づいた時に重機を停止させることができる。

常に人認識カメラで
監視しているので、
安全に作業が行うこ
とができます。

6つのカメラを用いて
距離を測定していま
す。

（クアトロアイズ）



2-3 重機接触災害防止システム（人画像認識）
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第４回作業所長講演会

①現場実証結果
・重機後方の死角を無くすためにカメラを２箇所（計６つ）
取付け、実際の作業状況によってカメラの検知範囲設定を
オペレーターと相談の上、取り決めて実証実験を行った。
（３ｍで警報作動、1.5ｍで重機停止）

②良かった点
・通常のバックカメラに比べて、後方の死角がなく広範囲を感知できた。
・AIにより人画像を検知するため、作業員側は何も付けなくてよい。
（既存システムでは作業員にセンサー等を付けなくてはならない。）
・重機の停止はエンジンを停止させるのではなく、電気的に停止させ、
人が離れたことを確認すると自動復帰する。

③今後の課題と展開
・ディープラーニングの繰り返しによるAIの人画像認識の向上。
・現在は大林組土木の４現場で稼働中。



2-4 BIMと連携したクレーンｵﾍﾟﾚｰﾀｰｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
（ブーム接触防止および作業範囲規制）
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第４回作業所長講演会

クレーンに設置したセンサーで動きをBIMモデルと同期。４台
のBIM上のクレーンが現場とシンクロして動きます。

⇒ブームが相互に近づくと警報
⇒敷地を越境しそうになると警報

オペレーターの負担低減。⇒緊急時は自動的に旋回停止

10inchタッチ式モニターを
運転席に設置

クレーンに設置した
各種センサー・アンテナ



2-4 BIMと連携したクレーンｵﾍﾟﾚｰﾀｰｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
（ブーム接触防止および作業範囲規制）
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第４回作業所長講演会

【鉄骨工事】・・吊荷の目的地をクレーンに自動的に教える方法の開発
１）吊荷の目的地に鳶工が待機（GPSヘルメット装着：①②）
２）鉄骨BIM上で取り付け部材を自動的に特定
３）部材取り付け位置の座標をBIMからクレーンに送信

⇒クレーンの自動運転に向けて

GPS②

GPS①

自動的に部材指定

GPS②

GPS①

部材までの作業量を表示
（マシンガイダンス機能）

GPS内蔵発信
（ヘルメット装着）



2-4 BIMと連携したクレーンｵﾍﾟﾚｰﾀｰｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
（ブーム接触防止および作業範囲規制）
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第４回作業所長講演会

①現場実証結果
・移動式クレーンどうしのブームが近接した場合にオペに警告。
・敷地境界にブームが近接した場合にオペに警告。（レーザーバリア）
・ＧＰＳヘルメットを利用した部材取り付け位置の自動指定実験の成功。
・業界初となる、移動式クレーンの自動停止制御の実証。

②良かった点
・クローラークレーン相互の見通しが悪かったので、
ブームの近接警報は、オペの負担低減と安全性の向上に役立った。
・ガイダンスシステムによる移動式クレーンの自動停止制御に成功した。

③今後への課題
・鉄骨ＢＩＭやクレーン等の素材を蓄えていき、汎用性を高めていく。
■生産性の向上、省力化として、最終目標はクレーンの自動運転を目指す。



2-5 ビジュアル工程管理システム
（鉄骨建て方の見える化）
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第４回作業所長講演会

鉄骨部材に貼り付けたQRコードをｉPadで読み取ることで、鉄骨工事の進捗を
ビジュアルに表現して毎日の出来型を見える化しています。

鉄骨荷受け QRコード

ｉPadによるQRコード読み取り ｉPadの読み取り画面 鉄骨建て方状況の表示



2-5 ビジュアル工程管理システム
（鉄骨建て方の見える化）
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第４回作業所長講演会

PC工場でのQRコード読み取りにより、遠隔地の工場での製作状況を工事
事務所で確認しています。
（灰:未製作、赤:PC版打設済、青:PC版塗装済）

PC工場＠九州 現場事務所＠大阪

塗装完了
打設完了

未製作



2-5 ビジュアル工程管理システム
（鉄骨建て方の見える化）
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第４回作業所長講演会

①現場実証結果
・鉄骨部材の出荷・荷受・取付について、QRコードをｉPadで
読み取ることで、ＢＩＭ画面に進捗を表示できた。
・ＰＣ部材の打設・工場塗装について、
工程の進捗を外装ＢＩＭ画面上で色分けでほぼリアルタイムに
確認できた。

②良かった点
・現場での鉄骨建て方がＢＩＭモデル上で再現されるので、
施主への技術のアピールとなった。
・ＰＣ版製作では、遠隔地での塗装工事の進捗管理に役立った。

③今後への課題と展開
・ＢＩＭ画面を表示するソフトが特殊なので、確認できるパソコンが
限定される。今後、個人パソコンから自由に見られるようになると良い。



2-6 コンクリート床養生 自動散水システム
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第４回作業所長講演会

自動散水システム制御盤
（間欠運転・ＯnＯffタイマー）

散水ノズル
（噴射距離：７m程度）

散水ノズルの配置計画

（駐車場棟２階床で採用）

霧
拡
散
幅
：
7
ｍ

霧拡散距離：9ｍ

5ｍ程度

6ｍ程度

直線型
ノズル

拡散型
ノズル

高圧散水ノズルと制御タイマーでコンクリート床の散水養生を自動施工



2-6 コンクリート床養生 自動散水システム
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第４回作業所長講演会

自動散水システム稼働状況



2-6 コンクリート床養生 自動散水システム

一般社団法人 日本建設業連合会 43

第４回作業所長講演会

①現場実証結果
・屋内駐車場の床面約1500㎡に自動散水を適用した。
・散水パターンは、散水2分・休止8分の繰り返しとした。
・床コンクリートの状態は良好。散水効果は十分認められる。
・土工手間は、準備1.5人・撤去1.5人（計３人工）。
手動で散水したときの手間は、2名×３日間（計6人工）。

②良かった点
・省人化とコストダウンが図れる。
・計画を工夫することで均一な湿潤養生が行える。

③今後の課題と展開
・散水は霧状になるため、屋外では風対策が必要。

■散水バルブをレール上で移動させれば、床面全域に均一に散水が可能。



第４回作業所長講演会

低床式ＡＧＶ（自動搬送台車）による資機材の搬送を現場で行い、仮設ＥＶ上の資材
荷受けから、搬送・荷降ろしまで、２台のＡＧＶで同時に実施できることが実証できた

メカナムホイール
前後左右に自在に移動できる
特殊な機構の車輪

昇降台座
この台座が油圧シリン
ダで昇降し、パレットの
下に入り持ち上げ、資
機材を目的地まで搬送、
荷降ろす

無線コントローラ
汎用品の無線コント
ローラにより、走行、
回転、ジャッキ昇降
を容易に操作できる

低床式ＡＧＶ（自動搬送台車）の外観 ＡＧＶの荷降ろし・走行

ＥＶからの荷降ろし

ＡＧＶの走行状況

2-7 低床式ＡＧＶ（自動搬送台車）による現場資機材搬送

一般社団法人 日本建設業連合会 44



2-7 遠隔操作版ＡＧＶの活用事例＠桜島一丁目ホテル
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第４回作業所長講演会

AGVに先行して遠隔操作（リモコン）版AGV2台を現場に導入して、
外装ＥＣＰや、長尺石膏ボードの現場搬入に活用した。

外装ＥＣＰの搬入 台車を利用した長尺石膏ボードの搬入

リモコンで狭い通路も搬送可能

搬入材料の間配り

二人掛りでの人力搬送 遠隔操作ＡＧＶでの資材搬送



2-7 低床式ＡＧＶの将来像
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第４回作業所長講演会

１階

施工階

さらに
仮設ＥＶと
ＡＧＶの連携で
無人化へ

昼間は
施工

夜間に
搬入

①仕上材をＥＶで

パレット揚重

②仕上パレットを

AGVが荷受け

③ホテルの廊下を

AGVが材料搬送

④指定位置で

材料荷降し

⑤ＡＧＶは

次の材料搬送へ

①

②

③ ④⑤

荷受け

荷降し

AGVと仮設EVの連携による完全自動搬送が実現することで、
資材搬送を夜間に行い、日中の資材搬送を大幅に削減する現場運営が成り立つ。

現場での夜間水平搬送イメージ＠施工階



2-8 耐火被覆吹付ロボット
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第４回作業所長講演会

耐火被覆吹付ロボットの現場適用に向けて、施工品質およびロボットの動
作評価を行うため、現場の本設鉄骨梁を対象とした実験工事を行った。

耐火被覆吹付ロボット

ロボットアーム

昇降装置

横行装置

走行台車

■耐火被覆吹付ロボットの仕様
・ロボットアーム：6軸
・横行装置：可動範囲2.5m（±1.25m）
・昇降装置：昇降ｽﾄﾛｰｸ2.3m
・走行台車：ウレタン製メカナムホイール
※将来的にはマップ内の自律走行が可能



2-8 耐火被覆吹付ロボット

一般社団法人 日本建設業連合会 48

第４回作業所長講演会

移動時 作業時

桜島ホテル
2階 梁伏図

【実験対象部位】
1Ｆ売店エリアの2階大梁
H-900×350×19×32他

実験対象部位 施工対象部位とロボット配置計画



2-8 ロボット吹付けの施工概要
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第４回作業所長講演会

1FL

2FL

リフトアップ 

１
６

５２ＦＬ

９ １０

２Ｇ１１Ａ

800

施工無しロボット吹付けエリア：約5,500mm350

約1,100mm

本ポジションでの
吹付け部分

施工無しロボット吹付けエリア：約5,500mm
約1,100mm

7200

7200

約2750mm

1500

2100 3200 1900

L
PF
60
0L
1.0V
L

J

L
PF
60
0L
1.0V
L

J

L
PF
60
0L
1.0V
L

J

リフトアップ

ロボット（台車）の位置合わせ

吹付け状況（下ﾌﾗﾝｼﾞ上端）吹付け状況（下ﾌﾗﾝｼﾞ下端）

リフター上昇、吹付け準備完了

吹付け状況（上ﾌﾗﾝｼﾞ下端）



2-8 耐火被覆吹付ロボット

一般社団法人 日本建設業連合会 50

第４回作業所長講演会

①現場実証結果
・大梁2本・小梁2本（2時間耐火仕様）について、耐火被覆ロボットで
現場吹付を行った。

②良かった点
・耐火被覆吹付ロボットによる現場施工が可能であることが実証できた。

③今後の課題と展開
・ロボットによる吹付ムラを減らすために、解綿機を改良する。
（岩綿を細かくほぐす）
・比重を稼ぐためにセメントスラリーを高配合としていた。ゴミの発生が
多かったので、今後は適正配合に調整してゆく。
■今後、作業スピードの向上やロボットの小型化を行い、柱・梁の
吹付実験を行う。



2-9 その他の機械化施工＠桜島一丁目ホテル
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第４回作業所長講演会

ＡＩ画像診断による工程管理
（廊下を自動で巡回、客室を写真撮影
して内装の工程進捗をＡＩで判別）

ビルディ
（全社導入に先駆けて試用、現場の意見

を本社にフィードバック）

ダイレクト
（全社導入に先駆けて試用、
雑資材注文報告などにも活用）

ドローンによる工事写真撮影
（毎月の全景写真をドローンで撮影）

鉄骨溶接ロボットの適用
（ファブ各社と準備するも、溶接品質のさ

らなる向上のために適用延期）

リモコン照明制御システム
（場内照明のOn・OffをiPadで管理・操作）

専用リモート
分電盤

照明制御PC
（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ・ｽﾏﾎ
からも操作可能）

LGS施工中
→LGS完了
→PB完了



本日のテーマ
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第４回作業所長講演会

「現場の革新と挑戦」
～新しい取り組みによる作業所長のマネジメント～

1.私の現場所長方針 10分

2.機械化への取り組み 20分

3.女性現場監督の活躍 5分

4. まとめ



3-1 女性現場監督の活躍
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第４回作業所長講演会

組織表 ４４人の内、女性職員７名

※女性現場監督は当たり前

彼女たちの現場での活躍紹介と
工事現場へのイメージ、思いをヒアリング



3-1 女性現場監督の活躍（施工班）
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第４回作業所長講演会

鍋谷真希 ２３歳 山本怜奈 ２３歳

入社 3年目
性格 明るいは当たり前。

ど根性あり。行動力の塊。

入社 1年目
性格 負けず嫌い。探究心あり。

人の話を聞くことが大好き。

〇女性職員紹介〇



3-1 女性現場監督の活躍（施工班）
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第４回作業所長講演会

鍋谷真希 ２３歳 山本怜奈 ２３歳

〇担当内容〇

鍋谷真希 山本怜奈

杭の検査・施工全体管理
コンクリート品質管理・打設全般 正

副

ＰＣのＱＲコード管理 配筋検査
現場環境整備（安全看板・詰所整備）

軽鉄ボード品質管理
内装仕上げ確認 大浴場防水等

ＡＷ・ガラス・シール・屋上防水施工写真
コンクリート受入試験立会い



3-1 女性現場監督の活躍（施工班）
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第４回作業所長講演会

〇 現場監督を経験して 〇 〇 今後はこうなりたい 〇

• 結局、人間関係の仕事だと
思った。

• やり方に正解は無い！が面
白い。失敗も何一つ無駄に
はならない。

• 「また一緒に仕事がしたい」と
思われる監督。

• 多くの腕のいい職人とレベル
の高い仕事の話が対等にで
きるようになりたい。

〇 入社する前の気持ち 〇 〇 入社した後の気持ち 〇

• 実質の男社会に飛び込ん
で自分がどこまで通用する
か試したい。

• 学校の知識が実際の現場
で通用するのか不安・・・

• 失敗したり怒られたり、きつい
こともあるけど自分の実力を
試し、向上するにはもってこ
いの仕事！

• 自分で考えて仕事が動かせ
るようになると楽しい。



3-1 女性現場監督の活躍（施工班）
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第４回作業所長講演会

〇 現場職長からの声 〇

現場の雰囲気
が明るく

なりますね！

女性に頼まれ
ると、すぐやり
ますね！

話やすく、意見
をよく取り入れ
てくれる。

技術面では、
まだ不安なと
ころもあります。

段取りしっかりしてくれれば、男も女も関係ない。



3-1 女性現場監督の活躍（施工班）
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第４回作業所長講演会

〇 女性が現場にいることで・・・ 〇

力仕事

重労働 長時間
労働

ではなく・・・
従来の現場監督 計画や段取り

図面の把握
（男女関係なし）

現場監督の仕事



3-1 女性現場監督の活躍（施工班）
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第４回作業所長講演会

〇 キャリアプラン 〇

自分の実力を試す為にこの業界に来た。
最終目標は、仕事も家庭も育児もこなす

「女性現場所長!!」

・様々な部署を経験したい。

・物づくりを純粋に楽しみたい。

・仕事したい。結婚したい。

・子育ても両立したい。

５年後

10年後
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第４回作業所長講演会

4 まとめ

現場で働くすべての人が
「笑顔」と「現場愛」を持って
100％のパフォーマンスを発揮
できる環境を整える。
そして、現場の和を作り上げる。

所長としての想い
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第４回作業所長講演会

2019年11月13日グランドオープン

桜島一丁目ホテル新築工事【リーベルホテル】
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第４回作業所長講演会

ご清聴ありがとうございました。

最後に


